


　　東方四季　夏の章

　幻想郷の夏。
　
今日も幻想郷は平和で

ある。
博麗神社の巫女は特に

異変がない普段は家事を
こなし、余った時間で麓
の人里に提供する札を作っ
ている。しかし最近はそ

 



れが滞っていた。理由は
単純明快。今年の夏は例
年よりも暑いのである。
そのせいで人間だけでな
く妖怪すらもいつもより
のんびりとしていた。

◇博麗神社　縁側◇

……「あー 暑っついわー」
　博麗神社の境内のちょ
うど真反対の縁側に二人
の人物が座っていた。
　巫女であり年頃の女の
子であるはず彼女、博麗 
霊夢だが、周囲を気にせ
ず袴をめくりパタパタと
扇子で中を扇いでいる。
側には魔理沙だけだった
というのもあるが、その
姿はなんともはしたない。
「なんで日陰でも暑いの

…よ。もー嫌になるわ 」
　暑さのせいか言葉さえ
も途中から疲れて聞こえ
る。霊夢は思った。これ
がもし何かの異変ならば
早急に異変を起こした主
をぎったんぎたんにして
やるのにと。
「ここよりもどっか涼し
いところはないもんか
なー」
　遊びに来ていた霧雨 

魔理沙も最初こそ空を高
速で飛んで来たため汗も
ほとんどかいていなかっ
たが、今では霊夢同様に
パタパタと団扇でスカー
トの中を扇いでいた。
　この神社は周囲の森ま
で少し距離があるために
木陰がなく、ガンガンに
照りつける太陽の前には
どうすることもできない。
せめて近くに川でも流れ
ていればもう少しましな
のだが。
　さらに暑さのせいか最
近は来訪者も減っている。
今でもよく来るのは魔理
沙や文、萃香くらいのも
のだ。
「川で水浴びしても結局
帰りがしんどいし。そも
そも外に出るのが嫌だわ。
かと言ってこのままここ
でこうしていても何の解
決にもならないわけだけ
ど」
「この神社に川でも引い
てくるか？」
　冗談っぽく言ったはず
の魔理沙の眼は本気の眼
だった。たしかにマスター
スパークの威力を持って
すれば、本気で川を引く
こともできるかもしれな
い。
「やめなさい。嵐でも起
きたら神社がめちゃくちゃ
になるわ。でも、どうし



てくれようかしらこの暑
さは本当に」
　いくら文句を言ったと
ころで気温は変わらない
むしろイライラするほど
熱く感じてしまう。

……「 そうだ！　チルノ
を連れて来たら涼しいん
じゃないか？　氷の妖精
なんだし。居るだけで少
しは快適になるはずだぜ」

……「 なるほど。たしか
にあいつがいたら涼しく
なりそうね。でも大丈夫
かしら？　もう溶けてた
りして」
　あの妖精は態度が大き
い割にとても頭が残念な
ことで有名だ。今頃この
暑さで溶けて水の妖精に
でもなっているのではな
いだろうか。
「なーに、妖精は死んで
もすぐ復活するはずさ。
それにあいつはああ視え
て案外しぶとい」

…「 それもそうね。とり
あえず行ってみましょう
か。ここでこうしてても
暑いのは変わらないし」

◇紅魔館付近　湖◇

　鬱蒼と茂る草々に囲ま
れた湖。妖精がよく遊び
場として寄ってくるこの

湖にチルノはいる。基本
的にはこの湖で過ごす彼
女はこの周辺を飛び回っ
ていることが多い。
「おーい、チルノー。ど
こだー？」
　二人は飛び回りながら
チルノを探す。声を出し
ながら辺りを見回して湖
の周りをグルグルと周回
する。
「どうでもいいときには
いるくせに、どうしてこ
ういうときにはいないの
かしら。まったくもう、
これだから妖精ってやつ
は」
　自分勝手なことを霊夢
が言い始める。暑さでい
つも以上に言葉が辛辣に
なってきていた。額には
汗がじんわりと浮かび、
むっとした表情は変わら
ない。
「おかしいな。いつもは
この辺をうろうろしてる
のに。どこか別のところ
で遊んでるのか？」
　普段からよく紅魔館に
出入りしている魔理沙は
通り道にチルノをこの周
辺でよくみかけていた。
しかし今日はどうも姿が
見えない。どこへ行った
のだろうか？
　突然、霊夢ははっとし
て顔をあげた。

……「 いいえ。違うわ魔



理沙」
「んっ？」
　　霊夢の声に魔理沙は顔
を後ろに向ける。
ちょうど霊夢と顔を合

わせるような形になる。
「きっとチルノは連れ去
られたのよ！」
　霊夢は大きく頷きを繰
り返しながらそう言った。
「はあ？　そんな馬鹿な
チルノを連れていくよう
なやつなんているか？」
　チルノは普段からお調
子者で態度がでかく、そ
のくせあんまり強くない
というやつである。同じ
妖精たち以外の妖怪には
あまり相手にされないこ
とが多い。そのチルノが
果たして連れ去られるよ
うな価値などあるだろう
かと魔理沙は不思議に思
た。
「私たちが考えることを
他のやつらが考えないは
ずがないわ。きっとすで
に何者かがチルノを連れ
去って一人だけ涼しい思
いをしているに違いない
わ！　許せないッ！」
　普段はクールな霊夢だ
が、こういう風になって
くると融通が利かないの
が彼女の悪いところだ。
「ふむ、なるほど。たし
かに今年はみんなこの暑
さに参っているからな。

私たち以外にチルノを連
れて行こうとするやつも
出てくるかもしれない。
ちくしょう！　私たちを
差し置いて涼しい思いを
しようなんて、絶対に許
せないぜ」
「こうなったら手当たり
次第にチルノを連れてい
きそうなやつらを探し回
るわよ！」
「ああ！」
　こうして二人はチルノ
を探すことにした。まず
は手始めにこの近くにあ
る紅魔館を目指すのだっ
た。

◇紅魔館　門前◇
　

紅魔館の門の前に一人
の人物が立っていた。紅 
美鈴。紅魔館の門番兼妖
精セキュリティー隊のトッ
プである。帽子には竜の
文字が光る金色のバッジ
が付いている。服装はチャ
イナドレスのようなスリッ
ドの入った機動性に長け
たものである。いつも通
りに門番を続ける彼女は
今日も平和に過ごしてい
た。

……「ふぁーーあぁあぁ
んんっ。今日も平和です



ねー。世はこともなし。
平和が一番です。でも、
あんまり平和すぎると眠
くなってきちゃいますよ
ふわーーぁっ」
　毎日この門を守る彼女
だが、そうそう来訪者は
あらわれない。なぜなら
この館に来るような者は
そうはいないからである。
　館の主であるレミリア
に喧嘩を売るような妖怪
はそうそういない。また
この館の住人はほとんど
外出をしない。そのため
内からも外からもこの門
に近付く者は少ないのだ
館はこの正門以外には結
界が張られているため侵
入はできない。この門だ
けが唯一の通り道なので
ある。
　まぁ、一部例外の者た

…ちもいるようだが 。
……「ふぅ おやつの時間

………はまだですかねー
…おや？　誰か来ました
か？」
　美鈴は何者かがこちら
に飛んでくる気配を感じ
その方角に眼を凝らした。
――すっ、と眼を細めて見
ると二つの影がものすご
いスピードでこちらに向
かってきている。影は次
第にその姿が確認できる
近さまで近づいてきた。
その人物らを確認して美

鈴は手を振った。人影は
知り合いの霊夢と魔理沙
であった。
「あ、こんにちは霊夢さ
ん、魔理沙さん。お嬢様
に御用ですかー？」
　少し遠いが十分声は聞
こえるであろうくらいの
大きさで美鈴は話しかけ
る。一応知り合いであっ
ても門番は訪問者の訪問
理由などについて聞いて
おかねばならないためだ。
しかし声が届いていない
のか二人がスピードを緩
める様子がない。
「あれ？　聞こえてない

……のかな 」
　仕方なく二人が門の前
に来るまで暫し待つこと
にした。ほんの一分ほど
で来れる距離だ。慌てる
必要などない。
無理やりに門を突破し

ようとしない限りは門番
は動かない。むしろ客人
には礼儀正しく対応する
のが仕事である。
「ん、来ましたね。こん
にちはお二人さん。本日

…はどのようなご用件で
…」
　美鈴が一礼を終えてさ
すがに聞こえるだろうと
いう距離で話しかける。
しかし頭を上げた目の前
には尚も速度を緩めない
二人が門に向って突っ込



んでくる姿が見えた。
「「どけぇぇええー！」」
　鬼の形相とはまさにこ
のとこだろう。本物の鬼
以上の迫力を醸し出す二
人は大声で叫びながら紅
魔館の正門に突撃した。
「ひぃいいぃいーっ！」
　いくらなんでも不意を
つかれては弾幕を張るこ
とさえできない。美鈴は
さっと頭を抱えながら地
面に伏せた。二人が頭上
を通過した際にぶわっと
風が吹き抜ける。

…「ふぅー まったく、い
きなりなんなんですか。

……危ないですねー あぁ
ああぁ！　通しちゃった
…… …また 咲夜さんに怒

…られる 」

◇紅魔館　館内◇

　紅魔館内の廊下に咲夜
はいた。いつも通りの着
なれたメイド服を着てこ
の長い廊下の掃除を行っ
ている。窓の外に見える

花壇を時折眺めつつ手際
よく掃除を続ける。
　もう少ししたらおやつ
の時間だ。今日は良い紅
茶が手に入ったのでお嬢
様も喜んでくれるだろう。
そんなことを考えるとつ
いつい頬が緩んでしまう。
　――ガッシャーーーーン
ンッッ！！！
　不意に大きな音が玄関
の方から聞こえてきた。
何事だろうか？　誰かが
花瓶でも落としたのか。

…「はぁ とりあえず行っ
てみましょうか」

◆
　玄関扉の前には霊夢と
魔理沙が頭をなでながら
廊下に座っていた。

…「痛っててー おいー霊
夢―。急に止まるなよ。
頭ぶつけちゃったじゃな
いかよ」
「止まらなかったら今頃
扉に頭ぶつけて気絶して
たわよ。ってか止まれな
いようなスピード出すん
じゃないの。私まで押さ
れて頭打ったじゃないの」
「霊夢だって同じスピー
ドだったじゃないか」
「私はすぐに止まれるの
よ」
「ちょっと、あなた達」
　咲夜が玄関に着くと二
人が少し言い争いをして



いる最中のようだった。
しかし咲夜にとってはそ
んなことどうでもいい。
強引に扉を開けて入って
きたのは一目瞭然のあり
様だった。扉は大きく開
かれ、衝撃で飾ってあっ
た花瓶は割れ、中の花も
水ごと廊下にぶちまけら
れていた。
「ずいぶん派手に入って
きたものね。門番からは
来客の連絡はなかったけ
ど？」
「門番？　あぁ、そんな
やつもいたな。なんか頭
抱えてうずくまってたけ
ど」

……「 おやつは抜きね」
　紅魔館の門番ともあろ
うものが頭下げて侵入者
を見過ごすとはどういう
了見だろうか。今度きつ
くお仕置きしなくちゃな
らないようだ。
「それであなたたち、い
きなり押しかけてきて何
の用なの？」
「ん ？　 レミ リ アに
ちょーっと聞きたいこと
があってねぇ」
「ああ、素直に通してく
れたら悪いようにはしな
いぜ？　通さないって言
ても勝手に通るけどな」
　魔理沙と霊夢は謝るど
ころか不敵な笑みを浮か
べている。咲夜はカチン

ときた。今のこの二人は
来客ではなく侵入者だ。
ならばそれ相応の扱いを
させてもらおう。
「残念だけど、鼠にお嬢
様を会わせるわけにはい
かないわ。ここでお引き
取り願いましょう。次に
来る時はアポイントメン
トを取ることをお勧めす

…る わッ！」
　言い終わるよりも早く
咲夜は弾幕を打ち付けた
鋭いナイフ形の弾幕が二
人をめがけて何十本も放
たれる。
「おっと」
　二人は向かい来るナイ
フをさっと避ける。霊夢
は小刻みに動きながら紙
一重で。魔理沙は素早い
動きでナイフのまとまり
ごと大きく避ける。
二人を分断したところ

で咲夜は魔理沙を集中し
て狙い始めた。大きな動
きを取る魔理沙に狙いを
絞ってナイフを放つ。
――シュッ！
魔理沙に先ほどよりも

拡散されたナイフ弾幕が
大量に向かう。
「おいおい、多すぎだろ！
　くそッ！」
　あきらかに咲けきれな
いほどの数の弾幕を前に
魔理沙は舌打ちをする。
霊夢よりも細かい動きが



得意ではない魔理沙は大
きく塊として避けること
を中心にしていたが、こ
の広く多く打たれたナイ
フはかわせそうになかっ
た。

……「ふぅ なら、こっち
も行くぜええぇっぇ！」
　魔理沙は一転、箒を返
しナイフに向かい合う。
鋭いナイフが面で襲いか
かる。本物のナイフでは
ないため刺さることはな
いが、それでも相当痛い
ことにかわりはないだろ
う。しかし、それは当た
ればの話だ。

「恋符ッ！　『マスタ
スパーク』！」

　一撃必殺。その言葉が
これほどまでに似合う美
しい一撃。魔理沙は襲い
来るナイフ弾幕を前に自
身のスペルカードを打ち
放つ。その大きな一撃は
ナイフ弾幕を面まるごと
焼き払い、さらに咲夜に
まで勢いを殺すことなく
迫りくる。
　次に追い込まれたのは
咲夜だった。自身が放っ
た弾幕よりもはるかに大
きなマスタースパークの
一撃を処理しなくてはな
らない。

しかし、魔理沙が避け
れない弾幕をなぎ払った
ほどの一撃を咲夜のスピー
ドで逃げ切れないのはわ
かりきったことだった。

――ズダァァアアーンンッ
ツッ！！！
　

咲夜がいた周囲は煙を
あげ、辺りは煙で視界が
悪くなった。

……「ふぅ やったか」
　しかし魔理沙は気を抜
かない。まだ咲夜の気配
は生きていたからだ。あ
れをくらって気絶してい

…ないということは 。
…………「 なんてな。お

前はこの程度ではやられ
たりしないよな」
「ええ、当然よ」
　魔理沙の背後から声が
聞こえた。煙が晴れるよ
り早くまたもナイフが飛
んでくる。それを察知し
ていた魔理沙は緊急回避
をおこなう。
「くーっ！　いつ見ても
反則だよな、その能力」
「私の前では速度に意味
はない。遅かろうが速か
ろうが、止まってしまえ
ばどうにでもなる」

――幻世『ザ・ワールド』



　咲夜の前に速さいう概
念は意味をなさない。彼
女は時を止め、ゆっくり
と弾幕を迂回する。能力
で時間の止まっている間
に進める距離分が咲夜の
回避範囲である。
「さぁ、少し早いけど次
でチェックメイトさせて
もらおうかしら。もう一
人も相手をしないといけ
ないしね」
　チラリと咲夜は霊夢の
ほうを見た。霊夢は先ほ
どから我関せずと傍観し
ている。
正直、咲夜は二人同時

に掛ってくるものだと思
ていたのだが。正々堂々
としているのか、霊夢が
めんどくさがりなのか。

…おそらく後者なのだ
ろう。
「これでおしまいよ。

メイド秘技『殺人
ドール』

　 
」
　咲夜もスペルカードを
発動させる。咲夜の最終
にして必殺の弾幕を。
　赤と青と緑のナイフが
縦横無尽に宙を舞う。そ
れは美しくも危険な弾幕

まるで美しいがとても鋭
い棘を持つ薔薇のように。
「くっ！」
「無駄よ。いくら避けよ
うとしても、あなたにそ
れは避けきれはしないわ」
　魔理沙の視界に無数の
ナイフが飛んでくるのが
見えた。幾度も箒の向き
を様々に変えて飛び続け
るが、気がつくとナイフ
に取り囲まれる。小出し
にスペルカードを乱発さ
せるが、それももう底を
つこうとしていた。
「いかがかしら、時を小
刻みに止めながら打たれ
る弾幕は？　最高に避け
にくいでしょう？」
――殺人ドール。咲夜が

使う中でも最強のスペル
カード。時間停止を細か
く連続して使用すること
により相手が認識できな
い位置から弾幕を放つこ
とができる。更にはその
際に咲夜自身も移動して
いるため相手は攻撃しよ
うにも次の瞬間には咲夜
が別の場所に移動してい
るため攻撃を命中させる
ことができない。スペル
カードで防ぐにしてもジ
リ貧になってしまう。ま
さに最強の名に恥じぬス
ペルカードである。
　魔理沙もそれは理解し
ていた。過去に幾度か戦っ



たこともあった。しかし
今回はいつも以上に咲夜
の動きがいい。今までは
時間停止中に動いたとし
ても避けきれないくらい
の場所にマスタースパー
クを放っていたり、裏を
かいて素早いスターダス
トレヴァリエを放ち当て
ていた。だが今日はそれ
が上手くいかない。この

…ままでは 。
… …「ちょっと 不味い か

な？」
「残念。ちょっとじゃな
いわ。そして、チェック
メイトよ」
魔理沙は壁際に追い込

まれた。すでに辺りはナ
イフに囲まれ、完全に逃
げ場はなかった。
「絶対絶命ってやつだな」
「袋の鼠の方があなたに
は相応しいわ」
　咲夜が指をパチンと鳴
らすとナイフが一斉に魔
理沙の方を向いた。
「しばらくそこで寝てな
さい」
　――パチン！
もう一度咲夜は指を鳴

らした。それが合図。一
斉にナイフが魔理沙を目
掛けて襲いかかる！
「ぐっ！」
　魔理沙は襲い来る弾幕
を避けきれないと判断し
身を固め箒を盾にした。

少しの望みもあきらめぬ
姿勢。それが今の魔理沙
にできる精一杯の姿だっ
た。
　ものの数秒後に襲い来
るナイフを想像し眼を閉
じて気合を入れた。

……しかし、十秒ほど
しても身体に衝撃はこな
かった。どうしたことだ
ろうか。まさか弾幕同士
が上手いことぶつかって
相殺されたととでもいう
のだろうか？
魔理沙は恐る恐る眼を

開いた。
そこには白と紅が広が

ていた。
…「 霊夢」

「魔理沙、もう十分よ。
よくひきつけてくれたわ」
　そういうと霊夢は魔理
沙に背を向けたまま咲夜
を見た。
「あなた、手を出さない
んじゃなかったの？」
「んんっ？　そんなこと
一言も言ってないわよ。
あんたが勝手に勘違いし
たんでしょう。ただ二対
一でもあんたはなかなか
やっかいだからね。魔理
沙を集中して狙ってたか
ら、あんたがスペル切れ
するまで様子見させても
らってたのよ。もうスペ
ルはほとんど残ってない
んでしょ？」



…「さぁ どうかしらね？」
　咲夜は顔には出さない
ようにしていたが内心は
焦っていた。まさか霊夢
がこのタイミングで手を
出してくるとは思ってい
なかったからだ。魔理沙
を倒せばそのまま連れて
帰ってくれることを期待
していたのだが、現実は
そうはいかないらしい。
それよりも魔理沙を相

手にする際にスペルを使
いすぎてしまった。魔理
沙の弾幕に当たりこそし
なかったものの、咲夜も
また魔理沙同様に当たり
にくさにいらだちを感じ
ていた。そのためいつも
以上にスペルを使い、結
果最後の最後で霊夢に全
てまとめてはじかれるこ
とになってしまった。
「さて、どうやら相手は
詰めを誤ったようだし、
ここからはこちらが攻め
に移らせてもらおうかし
ら。幸い私はまだまだ余
力いっぱいだしね」

……「 」
さてどうしたものか。

咲夜は考えていた。ここ
から先に進ませるのはメ
イド長としての誇りが許
さない。しかし現状のま
までは霊夢を倒せないこ

…とも事実。どうすれば 。

「あらあら、ずいぶん楽
しそうにしてるじゃない」

　その時奥から声が聞こ
えた。幼い感じのする美
しい声。咲夜は、はっと
して後ろを振り返る。
　そこには館の主、レミ
リア・スカーレットがい
た。

…「 お嬢様」
「楽しそうね咲夜。私も
混ぜてほしいくらい楽し
そうだわ」
「申し訳ありませんお譲
様。鼠の侵入を許してし

…まい 」
「いいえ、全然構わない
わ。ちょうど退屈してい
たところだし。それに最
近全然霊夢と遊んでなかっ
たから、霊夢と久々に遊
んでみたいわ」
　レミリアは口の端を釣
り上げニヤリと笑った。
その眼は獲物を見つけた
狩人のごとき鋭く澄んだ
眼だった。
「ふーん。私は嫌よ。こ
れ以上汗なんてかいてら
れないわ。それよりあん
たの方からでてきてくれ
たのは好都合だわ」

…「 ？」
　好戦的だったレミリア
の出鼻を挫くように霊夢
は質問を投げかけた。
「ちょっと聞きたいこと



があるんだけど、チルノ
はどこ？」
「チルノ？」
　レミリアは首を傾げた
はて、どこかで聞いたこ
とのある名前なのだが一
体どこで聞いたのやら。
しばしうーんと唸りなが
ら考えてみるも答えがな
かなかでてこない。それ
をみて咲夜が耳打ちをす
る。
「湖でよく飛び回ってい
る妖精のことかと」

…「んー ああ、あれね。
あいつがどうかしたの？」
「どこにいるのか聞いて
るのよ」
　質問しているのはあく
まで私だというかのよう
に霊夢はレミリアの返し
をぶった切る。

……「うーん さぁ？　湖
にいるんじゃないの？ 
そこにいないのなら知ら
ないわ。湖の妖精のこと
なんて一々気にしてない
わ。それよりも久々に楽
しみましょうよ～♪」
　吸血鬼の王が一妖精の
ことなど気にかけること
でもない。そう思いレミ
リアは再び霊夢に狙いを
定める。
「そう。ありがとう」
　そう言うと霊夢は魔理
沙を連れて一目散に紅魔
館を後にした。まさに脱

兎のごとく。あまりの引
き際の良さにレミリアも
咲夜も声をかけるのを忘
れてしまうほどに。
　

…「なんなのよあの子達
…」
後にはあっけにとられ

た咲夜と、えっ？　これ
で出番終わり？　どうみ
ても咲夜のピンチにかけ
つけて戦闘引き継ぎフラ
グだったじゃない！　と
内心文句ダラダラのレミ
リアがぽつりと置き去り
にされていたのだった。

◇妖怪の山　川辺◇

　紅魔館を後にした二人
はその後辺りをうろうろ
しながら妖怪の山に来て
いた。本来ならチルノを
探していろんなところを
回りたいところだったが、
魔理沙は先ほどの戦闘で
体力を使い、霊夢は暑い
中幻想郷を一回りするな
んてめんどくさいことは
ごめんだった。



そして二人は山の川辺
で岩に座り水に足を浸し
ながらぼーっとしていた。
「あー結局チルノは見つ
かんなかったな。どこい
てんだかあいつは」
「もういいわ。ここでし
ばらく涼しんでいきまし
う。夕方になれば気温も
低くなるはずだし。それ
から帰えればいいわ。つ
いでにここで夕飯の魚で
も獲ろうかしら」
　二人がそんな話をして
いると後ろの方に人の気
配を感じた。ざっざっと
歩いてくる足音が聞こえ
る。二人は上半身をひね
り肩越しに後ろを振り向
いた。
「おや、珍しいですね。
お二人ともこんなところ
でなにを？」
　そこには守谷神社の巫
女である早苗がいた。手
には袋がある。どうやら
買い出しに行っていたよ
うだ。
「見てわからない？　水
浴びよ。うちの神社じゃ
暑くて仕方ないの」
「ああ。日陰でもめちゃ
くちゃ暑くてな。チルノ
でも捕まえて涼しもうと
したら肝心のチルノが見
つからない。仕方なくこ
こで涼しくなるまで待っ
てるのさ」

　霊夢と魔理沙は現状に
ついて簡単に説明した。
それを聞いて早苗はふむ
ふむと頷き、何か考えて
いるようだった。そして
少ししてからこんな提案
を二人にした。
「ふむ、なるほど。それ
でしたらうちの神社に来
てみませんか？　ここよ
りも快適に過ごせると思
いますよ。その様子では
お昼もまだのようですし」

◇妖怪の山　守谷神社
◇

　霊夢と魔理沙は守谷神
社に辿りついた。辺りは
霊夢の神社と違い、森に
囲まれいかにも涼しげで
ある。この時点ですでに
気温が数度違うのではな
かろうか。
「なーんか妖怪の山って
感じがしないよなぁ。森
に囲まれていかにも神聖っ
て雰囲気だし。むしろ霊

…夢のとこの方が 」
「悪かったわね、うちの
方が人里に近いのに妖怪



神社っぽくて」
　二人はそんな他愛もな
い話をしながら早苗の後
についていく。霊夢と魔
理沙は歩くのが面倒なの
で地面ギリギリを飛んで
いた。
　神社の正面からぐるり
と回りこみ、やがて神社
の裏手へと案内された。
「ようこそ守谷神社に。
ゆっくりしていってくだ
さいね。うちの中は涼し
いですよ。今お茶を用意
してきますから」
　にこりと早苗は微笑み
ながら二人を室内へと促
す。
「日陰になればもうどこ
だっていいわ。あー暑い
水浴びしたから少しはマ
シだけど」
「だな。水浴びしなかっ
たらもう倒れそうだった
ぜ」
　二人はへとへとになり
ながら部屋の中へと入っ
ていった。

◇守谷神社　室内◇

　部屋に入った霊夢たち
は驚いた。

……「 なにこれッ！　め

ちゃくちゃ涼しいじゃな
い！」
「な、なんだ！？　何が
起きてるんだ？」
　二人は驚き戸惑った。
室内に入った途端に冷た
い空気が身を包み、まる
で秋のような涼しく過ご
しやすい環境だった。
　そこに早苗がお茶を持っ
てやってきた。
「驚いていただけました
か？　実は河童のにとり
さんに頼んで『クーラー』
をつけてもらったんです
よ」
「『クーラー』？　なん
だそれ？」
　聞きなれない言葉に魔
理沙は首を傾げる。
「私のいた世界のものな
んですが、簡単に言って
しまうと部屋の中を涼し
くするものです。あの機
械です」
　早苗は窓の天井付近を
指差した。そこには大き
な箱のようなものが取り
付けられており、ゴーー
と音がしている。

…「あー きもちぃぃ♪」
　霊夢はすでに『クー
ラー』の下に陣取りその
冷風を堪能していた。

…「 これってにとりに頼
んだら博麗神社にもつけ
てもらえないのか？」
「さぁどうでしょうか？ 



私は『クーラー』の話を
したらにとりさんが面白
がって作ってくれたんで
すが」
　早苗もまさかここまで
本物そっくりに作り上げ
てくれるとは予想外であ
た。しかも電源はソーラ
パネルのようなものを使
ているため、日差しが強
く暑くなる日は快適に動
き、曇ってあまり暑くな
らない日はほとんど機能
しないというものだった。
「よし！　行くわよ魔理
沙」
　霊夢は立ち上がりお茶
を飲み干すと魔理沙にそ
う言い放った。
「ええっ。今から行くの
か？」
「当り前じゃない！　善
は急げ、思い立ったが吉
日よ！」
　そう言うと霊夢は魔理
沙を連れて一目散に神社
を後にした。早苗はもう
少しゆっくりしていけば
いいのにとも思ったが、
無理に引きとめようとは
しなかった。

◇妖怪の山　にとりの
小屋◇

　妖怪の山、川辺の上流
河童たちの住む流域とは

少し離れたところに、に
とりの小屋があった。普
通の河童たちは人見知り
で人間を見るとすぐに逃
げてしまう。しかしにと
りは違った。人間を河童
の盟友と称し自ら進んで
関わって行くことが多々
あった。そんな盟友の中
に霊夢や魔理沙は含まれ
ていた。
「おーい、にとりー！」
　魔理沙は小屋の外から
にとりに呼びかけた。彼
女は普段からこの小屋の
中で頼まれたものの修理
や自らの研究に没頭して
いる。外に漏れるほど五
月蠅い音がしていない限
りはこうして呼びかける
だけですぐに出てきてく
れる。
　魔理沙の呼びかけに
「はーい」と中から返事
が聞こえ、タタタッと走っ
てくる振動を感じた。
――ガチャリ。
小屋の扉が開きにとり

が姿を現す。
「はーい、どちら様です
かー。ん？　ああ、魔理
沙に霊夢じゃないか。い
らっしゃい。今日は何の
御用時で？」
　にとりは二人の顔を見
ると砕けた笑顔を見せた。
「早苗に聞いてきたの。
『クーラー』をうちの神



社にも作ってくれないか
しら？」
「妖怪の山よりも博麗神
社は暑くてさー。もう私
たち汗だくでまいってる
んだ。なんとかならない
かな？」
「うーん、そういうこと
ならお任せあれ！　すぐ
にでも作りに行ってあげ

… ……るよ！　 って 言い
たいところなんだけど、
ごめんね。実は早苗のと
ころでパーツは全部使っ
てしまって、もう余りが
ないから作れないのさ」
　にとりはしょんぼりと
した表情を浮かべて二人
に話した。

…… ……「なん だと 」
「なぁ、どうしても無理
なのか？　どっかでその
パーツはないのか？」
　にとりならば快く引き
受けてすぐに作ってくれ
るだろうと思っていた二
人にとってにとりの発言
は予想外のことだった。

……「そうだねぇ もう少
し待ってくれればパーツ
も作れるんだけど、今す
ぐに作るのは無理だねぇ
すぐに欲しいなら早苗の
ところの『クーラー』を

…外すくらいしかないし 」
　ピクリと二人の耳が反
応した。
「なんだ、それなら簡単

じゃない♪　さぁ、早速
行くわよ」
「えっ？」
「だな。善は急げだぜ！」
「えっ？　えっ？」
　二人はいきなりにとり
の腕をガチッと掴みあげ、
ずるずると連れて行った。
「えっと、もしかして守
谷神社に行くの？」
「うん。他にどこに行くっ
ていうのよ」
「でもせっかく取り付け

…たのを外のはちょっと
…もう少し待ってくれた

…らパーツも作れるから 」
「駄目よ。私たちは今暑
いの。一度あの涼しさを
知ってしまった私たちは、
『クーラー』なしで過ご
していたあの頃にはもど

…れないのよ 」
「そうそう。それに外す
ていっても大丈夫。ほん
の少し借りるだけだから。
にとりが新しい『クー
ラー』を作り終わってつ
けてくれたらちゃんと返
すって」

……「うーん いいのかなぁ
…」
　二人のニヤニヤした顔
を前ににとりは複雑な思
いを抱いたが、がっちり
と両側から掴まれた腕を
振り払うことはできず、
結局そのまま連れられて
行くのだった。



◇守谷神社　室内◇

「さーなえー」
　外から早苗を呼ぶ声が
した。声から判断するに
霊夢だろう。無事ににと
りに話をつけてきたのだ
ろうか。早苗はお茶を机
に置くと障子に近付いた。
　――スッ。
　障子をスライドさせる
と庭に霊夢と魔理沙、に
とりが揃っていた。
「あらお揃いで。その様
子ではにとりさんに了承
して貰えたみたいですね」
「ええ。にとりは心よく
返事してくれたわ」
「ああ。さすが私たちの
盟友だな」

…「 うー」
　霊夢と魔理沙はニコニ
コと笑いながらにとりと
肩を組み合っている。な
んと微笑ましい光景だろ
うと見ている早苗もつら
れてニコニコと微笑む。
しかし実際は、にとりは
二人に掴まれ思うように
身動きが取れず、二人は
その笑顔の下に邪な思い
を抱いているわけだが。
「ねえ早苗。そのことで
少し問題が出てきたの。
実は『クーラー』を作る

のに必要なパーツが足り
なくてすぐには作れない
らしいの」
「おや、そうなんですか」
「ああ。そこでどうしよ
うかと三人で話し合って
いたんだが、パーツ自体
はそれほど時間をかけず
に作れるそうなんだ。そ
れでも四日はかかるんだ
とさ。な、にとり？」

… …「あ うん そうなんだ。
最初から作らなきゃいけ
ないからそれくらいはか
かる」
「そうなんですか。よかっ
たですね♪　霊夢さん、
魔理沙さん。にとりさん
が作り終われば快適に生
活できますよ」
　早苗はその報告を自分
のことのように喜んだ。
正直、早苗は幻想郷に

来てからの生活に最初の
ころはとても困っていた。
四季がはっきりしている
幻想郷では夏は自然の風
と日陰で過ごし、冬は囲
炉裏で暖を取る程度しか
できないと知ったからで
ある。これは何不自由な
く暮らしてきた早苗にとっ
て大きな衝撃を与えた。
早苗のいた世界では夏は
涼しく、冬は暖かく過ご
す術がいろいろとあった。
しかし幻想郷にはそれが
ない。困り果てた早苗を



助けてくれたのがにとり
だった。持ち前の技術力
で早苗が説明したとおり
の『クーラー』を作って
くれた。しかもコンセン
トのないここでも使える
ように改良して。
だから早苗は自分と同

じような悩みを持った霊
夢や魔理沙の問題が解決
したのが素直に嬉しかっ
た。
「それでね。早苗にお願
いがあるの」
「そう、とても大事なお
願いがあるんだ」
「はい？　なんでしょう
か？　私にできることで
あれば可能な限りお手伝
いいたしますよ」
　早苗のその言葉に二人
はニヤリと口を歪ませる
にとりは二人の顔を間近
で見てビクリとした。
「じゃあ言うわね。あの

……ね 早苗のとこにある
『クーラー』を私たちに
貸してほしいの」

……「 はい？」
　一瞬早苗は何を言われ
たのかわからなかった。
しかし数秒考えると驚き
ながら霊夢に言い返した。
「な、なに行ってるんで
すか！？　今作ってもら
えるって言ってたじゃな
いですか！」

「ああ。四日後くらいに
はな。でも私たちは今暑
いんだ。だからさ、な？」
「な？　じゃありません
よ！　駄目です！　絶対
にそれは駄目です！　私
だって『クーラー』がな
いと困るんです」
「ケチ。さっき可能な限
りって言ったじゃない。
巫女が嘘ついていーわ
けぇ？」
「べ、別に嘘じゃありま
せん。ただその要求は不
可能だということです」

…「ふーん そう。なら仕
方ないわね」
　早苗はほっと胸を撫で
下ろした。いくら無茶苦
茶と噂の二人でもさすが
に理不尽なことはしない
だろう。そう思い早苗は
少し下げた顔を上げた。
　そこには無数の星があっ
た。
「え？」
「魔符『スターダストレ
ヴァリエ』縮小版」
　早苗が隙を見せた瞬間
に魔理沙はスペルカード
を発動していた。あまり
の至近距離で発動された
ものだから、早苗もそれ
に反応することができな
かった。瞬く間もなく星
の流星群を浴び、その場
に倒れこむ。
「よし！　さあ、今のう



ちに運び出すわよ。にと
り、さっさとやっちゃっ
て♪」

…「あーぁ 私知らないよ
…　後でどうなっても 」

　しぶしぶながらもにと
りは『クーラー』を取り
外す作業を開始した。

◇博麗神社　室内◇

　――ブオーー。
　博麗神社の室内に小さ
な機械音が流れていた。
室内では畳に寝転がる霊
夢と魔理沙の姿があった
さきほど早苗から奪い取
てきた『クーラー』をに
とりに早速つけてもらい
その性能を試していた。
「いやー極楽極楽。これ
ならいつでも涼しくでき
るし、もう私他になんに
もいらないわ」
　ゴロゴロと寝返りをう
ちながら霊夢は言った。

「もう外に出たくない
なー。ずっとこの部屋で
過ごしたいぜ。これだけ
快適なら魔術書も持って
きてここで読めばよかっ
たなー」
　魔理沙もゴロゴロと寝
転びながら呑気に言った。

……「いいのかなー 無理
やり奪い取ってきちゃっ

…たけど 」
　二人が心から『クー
ラー』の恩恵を受けてい
る姿に少しの喜びを感じ
ながらも、早苗から無理
やり奪ってきたことにに
とりだけは罪悪感に苛ま
れ部屋の隅でこじんまり
としていた。
「いいのいいの。こんな
素晴らしいものを一人占
めしてた罰よ。閻魔に代
わって私が罰した」
「右に同じ」
　畳に寝そべりながら二
人は緩んだ顔でとても理
不尽なことを言う。



◇守谷神社　室内◇

… … ……「 う んっ 」
　身体がひんやりとする
頬には硬い感触があった
早苗はゆっくりとその場
で眼を覚ました。初めに
見えたのは縁側の木でで
きた床部分だった。少し
ずつ意識が戻ってくると
身体を起こした。

… … … … …「私は 一体
はっ！　そうだ、魔理沙
さんがいきなり私に向か
てスペルカードを使って
…」
　次第に気絶する前の記
憶が早苗の中に蘇ってく
る。それとともに二人に
対する怒りが早苗の中で
ふつふつと沸き立ってい
た。

……「あの二人は もう許
しませんよッ！　私に攻
撃したばかりか大切な
『クーラー』まで盗んで
いくとは言語道断ッ！ 
例え地獄の閻魔が許そう
ともこの私が許しませ
んッ！」
　早苗は立ち上がるとス
タスタと部屋の奥の方へ

と進んだ。
幾度か襖を開けていく

とやがて諏訪子と書かれ
た木のプレートが架けら
れた部屋に辿りついた。
早苗は軽くノックをする
と室内に入った。
「ん？　ひゃんっ！　さ、

…早苗 」
　そこにいたのはちょう
ど湯に浸かり終わり、部
屋で浴衣に着替えている
ところの諏訪子だった。
「諏訪子様、今お暇です
よね？」
「いやいやいや、どう見
ても今お取り込み中だ
よ？」
「そうですか。それはよ
かった。お暇なのですね。
ではちょっと私に手を貸
してください」
「あのー早苗さん？　あ、
ちょ、ちょっちょっと待
ててば！　まだちゃんと

…浴衣着てないし ってか
下 着 も ま だ な ん だ
よー！？」
「さぁ急がなくては。最
大速度で参りますよ」
「うわーん！　早苗話聞
いてよー」
　その後なんとか早苗を
抑えて着替えだけ手早く
済ました諏訪子は早苗と
共に博麗神社に向かった。

◇博麗神社　裏庭◇



「博麗霊夢ーーッ！　霧
雨魔理沙ーーッ！出て
きなさぁーーーいッ！」

　早苗の声が辺りに響き
渡る。

　二人はちょうどうとう
とし始めた頃にいきなり
外から大声で名前を呼ば
れた。相手は言わずもが
な、早苗である。霊夢は
めんどくさいので相手に
しないでおこうと思った
が、一向に帰る様子がな
い早苗にいらだち立ち上
がる。
　――ガッ！
　勢いよく襖を開けると
早苗と諏訪子が立ってい
た。外はすでに西日が照
りつけ、いい感じの橙色
をしていた。そのうち虫
の鳴き声も聞こえてくる
ことだろう。
「しつこいわねー。いい
加減あきらめなさいよー」
　霊夢は早苗に向って威
嚇するように言い放つ。
それと同時に霊夢の手の
周辺にある弾幕が弾けて
早苗めがけて襲いかかる。
　早苗は先ほどの不意打
ちのようにはいくまいと
その弾幕をさっと後ろに

飛んで避ける。
「あきらめられますか！ 
私は現代っ子の見本のよ
うなもの！　クーラーな
しでは夏が越せません！」
　早苗は心の叫びをあげ
た。しかしそんなことは
霊夢たちにはわからない。
「まぁ私たちは別に大丈
夫なんだけど、早苗がな
いと困るって言うしね」
　諏訪子は少し苦笑した。
「だがな、私たちだって
こいつの性能を知ってし
まったからには渡せない
ね。欲しけりゃ力ずくで
やってみな！」
　魔理沙はそう言って早
苗を挑発する。
「ええ、そのつもりで来
ました。先ほどは不意打
ちを喰らいましたが、今
度はそうはいきませんよ！
　あなた方に奇跡の力と
いうものを思い知らせて
あげましょう！」
　早苗がそう言うと、霊
夢と魔理沙は二手に分か
れて空に飛びあがった。
それを見て早苗は霊夢を、
諏訪子は魔理沙を追いか
けた。
◇博麗神社　西上空◇

霊夢は颯爽と飛びなが
ら後ろから追跡してくる



早苗に対して弾幕を張り
続けた。
「もうッ！　しつこいわ
よ！　いいかげんに帰り
なさいよー」
「ぜーーーーったい嫌で
す！　あなたこそさっさ
と『クーラー』を返しな
さい！」
「はぁ？　何言ってんの
　嫌に決まってるじゃな
い」
「ムキーーーッ！　もう
怒りました！　覚悟なさ
い！」
　早苗は手に握っていた
幣を握りしめる。それを
さっと振りながらスペル
カードを発動させる。幻
想郷に来てから早苗の中
にあった常識は崩壊し、
ここでの生活のために自
身の能力も変化した。そ
れはもちろんスペルカー
ドについても同じことだ
た。
「奇跡『ミラクルフルー
ツ』！」
　早苗がスペルカードを
発動させると辺りに赤い
弾幕が出現した。弾幕は
数秒もしないうちに弾け
それにより更に細かな弾
幕が無数に生まれる。そ
れらは霊夢めがけて一斉
に全弾発射された。隙間
を抜けた先にまた新たな
弾幕が何重にも現れるや

かいな弾幕である。
「あーそれめんどくさい
わ。そっちがその気なら
こっちも最初からクライ
マックスでいかせてもら
うわよ！」
　早苗のスペルカードが
無数の弾による範囲攻撃
なら霊夢はその逆だった。
近づくミラクルフルー

ツの飛礫を寸でのところ
でいくつも回避しながら
霊夢は早苗との距離を測
る。早苗は普段ならそう
そう近寄ってはこないが、
これほどまでに敷き詰め
られた弾幕をスラスラと
避ける霊夢を見て本人も
無意識の間に前に前にと
近づいていた。霊夢はも
ちろんそれを見逃さない。
「ふん。不用意に近づき
すぎよ。後悔しながら喰
らうがいいわ！」
霊夢はそう言うとスペ

ルカードを発動した。
――宝具『陰陽鬼神玉』。
霊夢の手元に一つの大

きな弾が作られる。その
光は神々しく、見る者を
圧倒する。それは例え現
神人である早苗であって
も例外ではない。その光
に一瞬早苗が隙を見せる。
その刹那。霊夢は手に集
まった弾幕を弾幕から身
を守る盾のようにかざし、
敵を切る剣のように振り



弾幕を蹴散らした。目前
には茫然としている早苗
がいた。
早苗は眼前に霊夢が近

づいてきたのが見えてハッ
とした。早苗が集中を取
り戻すのに要した時間は
ほんのわずか。だがそれ
だけで霊夢には十分だっ
た。身体を前に押し出し、
腕を伸ばして早苗に手を
届けようとする。二人の
間にほぼ距離はなくなっ
た。
「これでおしまいね。出
直してきなさいな！」
　霊夢は至近距離で手の
中の弾を早苗めがけてと
き放った。早苗は両手を
クロスしてガードを固め
たが、いかせん距離が近
すぎた。そのまま押し切
られおもいっきり後ろに
吹っ飛ばされる。

……「ふぅ いやー危なか
たわ。あんなに弾幕張ら
れちゃ後一分も持たなか
たわよ。そういう意味じ
褒めてあげるわ。ただ、
いくら弾幕張っても本人
がこっちの射程距離に居
ちゃ話にならないわね」
　霊夢はそう言い放つと
颯爽と立ち去ろうとした。
「ま、待ちなさい」
「えっ」
　霊夢は驚き後ろを振り
返った。そこにはまとも

にあの弾を喰らったはず
の早苗が立っていた。

…「嘘 なんで立ってんの
……よ あーもう！　あん

たしつこすぎるわよ」
「言ったでしょう。私は
絶対に『クーラー』を渡

…さないと 」
　二人はにらみ合ったま
ま硬直する。どちらにも
最早余力はなかった。早
苗はフルパワーで弾幕を
打った後に霊夢の攻撃を
まともに喰らい、霊夢も
また早苗の弾幕を避けき
るのに集中力を使い果た
し更に一撃必殺の弾幕を
放ったことからパワーが
残っていなかった。
　先に動いたのは早苗だっ
た。霊夢は身構えた。次
また大量に弾幕を張られ
ては避けきれない。最低
限度の防御もしなくては
ならない。そう思い早苗
の動きに注意した。しか
し霊夢の予想は外れた。
「ん？　ちょ、どこ行く
のよ」
「ふん。もうあなたと戦
うのには疲れました。今
のあなたには私に攻撃す
る余力はないみたいです
し、今のうちに『クー
ラー』は返してもらいま
す！」
　早苗は言いきる前に霊
夢に背を向けて神社の方



に飛び立った。
…「なっ させるもんです

か！」
　早苗が飛んで行くのを
見て慌てて霊夢も後を追
た。

◇博麗神社　東上空◇

　霊夢たちとは真反対の
方向に飛びだした魔理沙
だったが早苗よりも諏訪
子の方がやっかいそうだ
といまさらながら思い、
どうにかならないものか
と思案していた。しかし
あまり時間をかけるわけ
にもいかず、結局はいつ
も通りの力押しで行くこ
とにした。
「まったく。いつから神
様はそんなに安請け合い
するようになったんだか」
「あはは。本当は手出し
しない方がいいかなーと
も思ったんだけど、二対
一じゃさすがに可愛そう
だからね。それに、話を
聞く限りどう考えても悪
いのはそっちだし。さて

そろそろおしゃべりはい
いかな？　早く帰って早
苗には夕食の準備をして
もらわないといけないか
らさっさと終わらせる
よ！」
「くっ！」
　言い終わるやいなや諏
訪子は前を飛ぶ魔理沙の
後ろからいきなりスペル
カードを発動させる。
「神具『洩矢の鉄の輪』」
　幾重にも重なる金色の
輪が魔理沙を目掛けて襲
いかかる。
「そんな弾幕に負けてら
れるかよ」
　魔理沙は大きな輪を大
きく旋回しながら、小さ
な輪の隙間を縫うように
高速で飛び抜ける。
「やるねぇ。でも、これ
はまだまだ序の口さ。
さぁ！　スピードアップ
するよ！」
　そう言うと諏訪子は手
のひらを外に向け両手を
大きく横に開いた。そし
て眼を閉じると集中し始
めた。
　それを見た魔理沙はぐっ
と息を飲んだ。やばい。
本能がそう告げた。おそ
らくだが、次に来る弾は
避けることはできないだ
ろうと。だから魔理沙も
避けるのをあきらめ正面
から諏訪子と対峙する。



　軽く息を吸い込み閉じ
た眼を開き活をいれる。
諏訪子は鋭く魔理沙を睨
みつけた。
「さぁさ、とくとご覧あ
れ。土着神諏訪子のショ
タイムさ！」
　――パンッ！！
　諏訪子は開いた両手を
打ち合わせた。それを合
図に先ほどの輪が急旋回
をして魔理沙に向かう。
その速さは先ほどとは比
べ物にはならない。魔理
沙が最速で飛んでギリギ
リ当たるか当らないかの
勝負になるだろう。
だが魔理沙は動かない

今からではもう逃げても
間に合わないことは分か
り切っているからだ。今
はひたすらに集中する。

…「 まだだ」
　ものすごい速さで近づ
く輪を前に魔理沙は冷静
にその動きを視る。

… ……「 まだ もうちょい」
　すっと手を前に上げる
輪が魔理沙に到達するま
で後何秒もない。

……「へぇ 案外落ち着い
… …てるねぇ でも 」

　諏訪子は何かを言いか
けてやめた。そしてもう
一度両手を広げる。その
ままのポーズで魔理沙の
出方を窺う。
　魔理沙は眼を大きく開

き、迫りくる輪に向かっ
て手をかざした。

…………「 今だッ！　喰
らえ！」

恋符『マスタースパーク』

ズドおおおおっぉぉぉ
おおおお！！！っと言う
大きな音が山に響きコダ
マする。
　迫りくる輪を眼前ギリ
ギリまで見切り、マスター
スパークが放たれた。そ
の巨大な光に吸い込まれ
るように輪が次々に光に
消えていく。光はさらに
広がりながら諏訪子に迫っ
ていく。
「む、ちょっと厳しいか
な。だが、それならば！」
　諏訪子は開いていた両
手をパチン！と閉じると
続けざまに三度手を合わ
せた。
　――パン！パン！パン！

…　 しかし何も起こる気
配はなく。ただただマス
タースパークが諏訪子に
到達しようとしていた。
「へっ、神様と言えども
所詮はこの程度か」
　周囲の輪を全て飲み込
んだことで魔理沙は余裕
の笑みを浮かべながら諏
訪子に大口を叩いてみせ
た。これで挑発にのって
くるならば更に隠し玉の



邪符『実りやすいマスタ
スパーク』を続けて放つ

…つもりだった。　だが
「んっふっふ。それはど
うかな？」
　諏訪子は一つも焦って
などいなかった。逆に不
気味ほどの余裕をみせて
いる。魔理沙は怪訝に思
た。どうみても今からで
はマスタースパークは避
けれもしないし、あれを
抑え込むほどの弾幕は幻
想郷広しといえどもそう
はいない。ではなぜ諏訪
子はああも余裕そうなの
か。
　その時地面の方からド
ドドドドド！と凄まじい
地鳴りが聞こえた。
「なんだ？」
魔理沙は思わず下を見

下ろした。
――ズドーーーン！
なんとそこには、すご

いを音を立てながら地面
がせり上がってきていた。

…「なっ なんだとぉ！」
「合掌『だいだらぼっち
の参拝』」
　勢いよく伸びてきた地
面はまるで巨人の両手の
ように諏訪子の前に出現
した。そしてマスタース
パークが諏訪子に届く直
前、それを合掌するよう
な動きでバシン！と両側
から挟みつぶしてしまっ

た。後から伸びてくる光
も閉じたままの手が邪魔
をして諏訪子には届かな
い。
「そ、そんなのありかよ
……」
「ほいさ」
　魔理沙は驚き気が抜け
ていた。それを見越して
いた諏訪子は再び両手を
パンと合わせた。
「あ」
　魔理沙は辺りが急に暗
くなったことで間抜けな
声を上げた。そして何か
を言おうとする前に後ろ
から伸びていた二つの土
の手によって抑え込まれ
てしまった。
「ふぅ。これでお終いだ
ね。なかなか楽しかった
よ」
◇博麗神社　裏庭◇

　にとりは一人でぽつん
と佇んでいた。四人はそ
れぞれ飛んで行ってしまっ
た。

……「はぁ 」
　なぜこうなったのか。
自分はみんなに喜んで貰

…いたかっただけなのに 。
どうしてこうなったのか
というと霊夢と魔理沙の
せいなのだが、もとはと
言えば面白そうだからと



『クーラー』を作った自
分にも責任はあるのでは
ないのか。
　チラリとにとりは『ク
ラー』を見つめた。

…「これさえなければ み
んな喧嘩せずに済むのか
な」

◆
　早苗と霊夢は神社へと
戻る最中だった。ダメー
ジを負っているはずの早
苗が霊夢をややリードし
ながら飛んでいた。限界
に近い早苗はここまでく
れば気合だけが頼りだっ
た。一方霊夢は先ほどま
で『クーラー』の効いた
部屋にいたのが暑い外に
出て更に激しく動いたた
めに身体がここにきて完
全にバテていた。しかし
『クーラー』を奪い返さ
れてなるものかとこちら
も執念だけで早苗に離さ
れまいと一定距離を維持
しながら飛び続けていた。
◆
　魔理沙は気絶していた
諏訪子の攻撃により土の
手に挟まれたまま意識を
失い、その後地面に寝か
された。諏訪子はその傍
で早苗が帰ってくるのを
待っていた。辺りでは虫

の音が聞こえてきていた。

「諏訪子様ー」
「あ、早苗。おかえりー。
どうだった？」
「えーっと、相撃ちって
感じです。もうすぐ霊夢
もこっちに来ます。です
から今のうちに『クー
ラー』を持って行きましょ
う」
「え、でもさ、あれって
にとりちゃんに言わない
と取り外せないんじゃな
いの？」

……「 あー！　そうでし
た！　迂闊ッ私！」

…「はぁはぁ やっと追い
付いたわよ。いい加減あ
きらめて帰りなさい。大
丈夫よ、あんたたちのと
こはここより涼しいんだ
から。ほんの数日くらい
我慢できるわよ。私が保
証してあげるわ」
「あなたの保証なんてあ
てになるものですか！ 
にとりさーん、『クー
ラー』を外してくださー
い！　私たちが持って帰
りますんで」
「あ、何言ってんのよ！ 
にとり、そいつの言って
ることなんてほっといて
良いわよー。なんならも
う帰っていいわー」
　その時、神社の中から



にとりが出てきた。
「あ、にとりさん。あ
あっ、ありがとうござい
ます！　取り外してくだ
さったんですね」
「あ、ちょっとにとり何
勝手に外してるのよ！」
　神社の中からでてきた
にとりの背中から『クー
ラー』が少し見えた。ど
うやら取り外したものを
リュックから出ているア
ムが握っているようだ。
　その様子を見て早苗と
霊夢がまた言い争いをし
ようとしていた。にとり
はとても悲しくなった。
自分の発明のせいで友人
達が喧嘩をするのは悲し
い。もしそれの原因がこ

……れだというのなら 。
「こんなものがあるから
… …いけないんだ。 こん
なものー！」
　にとりは大きく頭を振
りかぶった。その動作で
背中に背負ったリュック
が霊夢たちの位置からも
よく見えた。リュックの
蓋から二本のアームが伸
び出ている。その先には
『クーラー』が握られて
いる。
「「えっ」」
　二人は同時に声を出し
た。にとりが頭を振りか
ぶった瞬間にアームが勢
いよく曲がり、『クー

ラー』がそのまま投げ飛
ばされたからだ。
　――ブオンッ！
　重たげな音がしてから
『クーラー』が勢いよく
空へと投げだされる。
「「あっ！」」
　とっさの出来事に二人
は慌ててしまった。いき
なり投げられた『クー
ラー』がこっちに向かっ
て飛んでくる。どうにか
して受け止めなくてはな
らないのだが、如何せん
動きが早すぎる。あまり
に急すぎたために二人は
自分に向かってくるもの
に対して反射的に弾幕を
放つ。つまりは『クー
ラー』を狙ってしまった。

…「「あ 」」
　気付いた時にはもう遅
い。二人の弾幕は同時に
『クーラー』に激突する。
――ガコォォォオオンッ！
「「あああああぁぁぁ

ああー！」」
　二人の弾幕を全て受け
たクーラーは空中でバラ
バラになった。
――ガシャリ！　ガシャー

ン！　ガラガラ！
　大小さまざまなパーツ
が地面に叩きつけられ、
それぞれ違った音をたて
る。

……「「あぁぁぁ 」」



……「 」
　早苗は茫然とする。
「にーとーりー！」
　霊夢は逆に激情した。
そのままにとりの方に向
かい、肩をつかんでガク
ガクと揺さぶる。
「なんで投げ飛ばしたの
よ！　おかげでバラバラ

…になってもうつかえな
…」
　そこまで言ったところ
でにとりの様子がおかし
いことに気づき揺さぶる
のをやめた。よくよく見
るとにとりが少し震えて
いる。顔が俯いているの
で表情はよく見えない。
　――ぽたっ。
　にとりの足元に一滴の
水が落ちた。近距離で見
ていた霊夢にはそれが何
かすぐに察しがついた。
にとりの涙だ。
　するとゆっくりにとり
は口を開いた。

… ……「 私はさ 皆に喜ん
…でもらいたいから いろ

… …んな 発明してるんだ
…… ………なのに さ 私の

…発明で皆が喧嘩したら
… ……嫌だよ いやだよぉ
……」
　そこまで堪えていたも
のが決壊したようにワン
ワンとにとりは大きな声
で鳴き始めた。今なら早
苗からでもにとりの表情

が見えた。顔を悲しそう
に歪めながら泣き崩れて
いく。
それを見て霊夢と早苗

は顔を見合わせる。今ま
で『クーラー』を巡って
争っていたのが急にバカ
バカしくなってきた。少
なくともにとりをここま
で泣かせてまで欲しいと
は思わなかった。
そっと早苗はにとりに

近付いた。
「ごめんなさい、にとり
さん」
　霊夢もそれに合わせた。
「ごめんね、にとり」
「私、自分のことだけ考
えて、他の人にも使って
もらえたらいいなんて考
えてなかったです」
「私も。早苗が涼しく過
ごしてるの見て羨ましく
なって、ずるいって思っ
て。そのせいでこんなこ

…とになっちゃって 本当
にごめんなさい」
　二人は頭を下げてにと
りに謝った。

… ……「 っすん ううん、
……いいんだ わかってく

……れれば 」
　二人の心からの謝罪に
にとりの涙も収まった。
「もう少しまってね。そ
うしたらちゃんと新しい
の作れるからさ。今度は
二台同時に渡すから、ね。



だからさ、もう喧嘩なん
…てしないで ね」

　様子を見ていた諏訪子
は魔理沙を揺すって起こ
し始める。

…… …「 う んっ」
　ゆさゆさと身体を揺ら
すと魔理沙は声を出した
しばらくすると眼が開い
た。むくりと起き上がり
辺りを確認する。

… …「 あれ？　私は 」
「おはよー。もうみんな
終わったよ」
　諏訪子はそう言いなが
ら指を指した。魔理沙は
指された方を見てみると
早苗と霊夢がにとりと握
手していた。二人は少し
頬を赤らめ、にとりは顔
に涙の跡があるのが見え
た。その後ろの方ではバ
ラバラになった何かの残
骸が見えていた。

…「 ふーん。そっか」
　魔理沙は何とかなく自
体を察した。少し面白く
なかったが、もうこれ以
上は戦いはできないよう
だ。
　諏訪子はにこりと魔理
沙を見た後に三人に向け
て言った。
「はいはい。皆仲直りし
たところで、こんな提案
があるんだけどどうかな

　きっと皆で仲良く涼し
くなれると思うよ」
　三人はくるりと身体を
こちらを向けて話を聞き
始めた。

◇博麗神社付近◇

　辺りはすっかり暗くなっ
ていたが、一行は諏訪子
の提案を受けて移動した。
月明かりのみが辺りを照
らしている。虫たちの美
しい鳴き声が響く。
「よし、とうちゃーく」
　先頭を行く諏訪子が号
令をかけて止まった。そ
こには大きめの穴がいく
つかあった。

…「あ、ここは 」
「うん。地霊の異変のと
きにできた穴ぼこだね。
いやーその節は迷惑かけ
たねー」
地霊の異変のときに沸

いた温泉の横に向かった
先。温泉は湧かなかった
が、怨霊たちが湧き出た
際に追い払うために弾幕
で打ち払い、その時にで
きた大きなが穴いくつか
あった。特に人が立ち寄
るような場所でもないた
めにそのままに放置され
ていたのだが、ここにき



て利用価値がでてきてい
た。
「さて、ここからは私の
腕の見せ所さ」
　諏訪子はそういうと両
手を広げて眼を閉じた。
魔理沙はまたあれをする
のかと少しびくついたが
他の者たちは何が始まる
のかと辺りをきょろきょ
ろと見回した。
　――パン！
　諏訪子は広げた両手を
打ち合った。開いては打
ち、閉じては開く。それ
を幾度か繰り返すうちに
辺りからゴゴゴゴゴゴと
音が響いてきた。何事だ
と皆が身構えると突如穴
の横からプシューと水が
湧き出した。まるで温泉
が湧いた時のように勢い
よく。水は噴き上がると
すぐ横にある大きめの穴
に溜まりだした。みるみ
るうちに穴に水が溜まっ
ていく。
「へぇー。器用なもんね」
「諏訪子様にこんなこと

…ができたなんて 」
「えへへっ。伊達に神様
やってないからねー。お
ともういいかな」
　再びパンと手を鳴らす
すると湧き出ていた水が
少しずつ収まっていった。
「よし。後はほっておい
ても大丈夫。さぁ、入ろ

うか」

◇博麗神社付近　温泉
横◇

　一行は諏訪子の作った
水浴び場に浸っていた。
大きさ的には立ったら胸
の辺りまでくらいの深さ
と十人ほどは余裕で入れ
るほどの広さだった。
「あー気持ちいい。もう
ずっと浸かっていたいわ」
　霊夢は水に浸りながら
夢心地だった。ここなら
ば長い距離を飛んで山の
川に行く必要もない。そ
れに水に入っていて冷た
すぎると思えばすぐに横
の温泉にも移ることがで
きる。問題は着替えるよ
うなスペースがないこと
だが、それはまた後でど
うにかしようと思った。
「ふー極楽極楽だぜ」
　魔理沙も霊夢同様に水
に浸かりきっていた。先
ほどまで気絶していたた
めか初めは頭がぼんやり
していたが、水に浸かる
ことで完全に目が覚めた。
「気持ちいいです」
　たまに川で水浴びする



早苗も、川ではゆっくり
肩まで浸かったりするこ
とは深さ的にできなかっ
たためとても気持ちよさ
そうにしていた。
「うきゅー」
　にとりはさすが河童と
いうところだろうか。一
番に水に入りこんでプカ
プカと浮いていた。先ほ
どまでの泣き顔が嘘のよ
うにとても満足げな顔を
している。
「あはは。喜んでもらえ
てよかったよ。さっき魔
理沙と戦ってるときにチ
ラってここが見えてね。
ここをプールみたいにし
たら気持ちいいんじゃな
いかって思ってさ」
　みんなはゆったりと水
に浸かってくつろいだ。
あまり浸かりすぎても風
邪をひいてしまうため適
度な時間で出ることには
なっているが、時間が来
るまでは存分に満喫しよ
うとしていた。
「はぁ、そもそもそう言
えばなんで『クーラー』
の奪い合いになったんだ
ろうな」
「お二人ががめついから
ですよ」
「いやいや、そうじゃな
くてさ。初めは何してた
んだったかなーって思っ
てさ」

「ほら、あれよ。暑いか
らチルノ探してたんじゃ
なかったかしら。途中か
ら『クーラー』が見つかっ
てどうでもよくなって忘
れてたけど」
　霊夢はそう今日の午前
中の出来事を振り返りな
がら話した。
「うん？　チルノってあ
の氷の妖精？　それなら
私がやっつけたけど」

…「「 えっ？」」
　諏訪子の発言に二人は
反応した。
「いやー私の友達のカエ
ル達をいじめてたから
さー。思いっきりぶっと
ばしてやったよ」
　自慢げに語る諏訪子で
あったが、霊夢と魔理沙
はプルプルと震えていた。
まさか諏訪子が原因なの
かと思うと無性に腹が立っ
てきたのだ。

…「 それで、チルノは今
どこにいるのかしら？」
　できるだけ笑顔を取り
つくろいながら霊夢は質
問する。こめかみ辺りが
ピクピクと疼いていた。
「うーん、もうとっくに
再生してる頃だろうから
湖にいるんじゃないのか
な」
　あっけらかんと言う諏
訪子の姿に二人の感情が
沸点を迎えた。ザバッ！



と立ち上がるとそのまま
のんびり泳いでいる諏訪
子を前後から挟む。そし
て魔理沙が諏訪子の腕を
後ろからがっちり掴み、
霊夢が前から諏訪子の頭
をぐりぐりと拳で締め付
ける。

…「「 お お 前の せ い
かー！」」
　二人の怒号が飛ぶ。
「ひゃん！　何するのさ
…って痛ったたたあああ
あああああいっ！」
「あんたのせいでこうな
たんでしょうが！」
「お前がそんなことしな
きゃ、私たちは苦労せず
に済んだんだよ！」
　諏訪子はたまらず逃げ
ようとするが魔理沙がそ
れを阻む。小さな諏訪子
の身体ではその腕を振り
払う力はなかった。
　何度も小言を言われて
は悲鳴をあげる諏訪子を
見てにとりと早苗は顔を
見合わせてくすりと笑っ
た。
　空にはいつの間にか綺
麗な満月が浮かび上がり
星々が輝いていた。雲は
ほとんどなく絶好の月見
日よりと言えるだろう。
にとりは『クーラー』を
完成させたら次はみんな
で宴会を開いてみたいな
と思った。

　心地よいはずの風が肌
に冷たい。そろそろ出な
ければ風邪をひいてしま
うだろう。諏訪子への制
裁も済んだらしく、霊夢
と魔理沙は再び水に浸か
り、諏訪子はぶくぶくと
うつ伏せになって浮かん
でいた。
　幻想郷はまだまだ暑い
夏が続きそうだ。

　 
fin


